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１．教科書掲載の沿岸域の地層断面図
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昭和36年検定から令和２年検定の教科書５社、

計35冊に掲載されている地層断面図を調べた。

調べた地層断面図を分類したところ、タイプＡ〜

Ｇの７つに分類することができた。

× １）タイプＡ：地層が下から上に積み重なっている。沿岸域においては、

地層は海岸線から海底面にそって堆積し、沿岸域の地層は海側に傾斜

する地層が海方向に付加するような構造を示すが、タイプＡはそのような

地層の重なり方とはなっていない。

× ２）タイプＢ：１枚１枚の層は礫、砂、泥のいずれかの堆積物からなっ

ている。礫層、砂層、泥層の順に堆積しており、礫層と砂層と泥層は同時

異相とはなっていない。

× ３）タイプＣ：それぞれの層の陸側の端が一点に集まっており、海岸線

は全く移動していない。沿岸域の海底に地層が堆積しているにもかかわ

らず海岸線付近には堆積物が堆積していない。沿岸域における堆積現

象として、そのようなことは考えられない。

？ ４）タイプＤ：海側に傾斜するレンズ状の層が海方向に向かって付加し

ており、礫層と砂層と泥層は同時異相である。しかし、地層境界と岩相の

描き方において海水準変動と地層の形成過程との関係が明確に解釈で

きるようには描かれていない。

○ ５）タイプＥ：Tamura and Masuda（2005）ならびにBridge and Demicco

（2008）の上段の地層モデルに類似している。

○ ６）タイプＦ：地層の重なり方としてはTamura and Masuda（2005）ならび

にBridge and Demicco（2008）の上段の地層モデルに類似している。

× ７）タイプＧ：海水準上昇期を想定しており、Vail（1987）の地層モデル

に似る。Vail（1987）の地層モデルは地質時代の地層の解析から提案さ

れたもので、その海水準変動は数百万年オーダーの変動を想定しており、

現世の沿岸域における地層断面図としては学術的に妥当であるとは判

断できない。

２．学術論文等で提案されている沿岸域
の地層モデル 

教科書に掲載の地層断面図はデルタもしくはデ

ルタに隣接する海岸平野のものである。そこで、

デルタの地層モデルとしてBhattacharya（2006）

に掲載のものを、海岸平野の地層モデルとして

Bridge and Demicco（2008）に掲載の地層モデル

とTamura and Masuda（2005）の仙台平野におけ

る地層モデルを取り上げ、それらの地層モデル

に共通する特徴を以下のように抽出した。

１）海側に傾斜するレンズ状の地層が海方向へ

付加する。

２）堆積体最上部は海岸相、中部は外浜層、最

下部は沖合相からなる。

３）各相の境界は水平に近い。

４）各相の境界と地層の境界（同時間面）とが斜

交する。

４．結論

タイプＥとＦは妥当であるが、その他のタイプは学術的に問題があるか

妥当性の判断ができない。現行の教科書には学術的に妥当な地層断面

図はなく、今後、学術的に妥当な地層断面図に改訂されるべきである。
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